
数暗攻 ～図形と方程式①～ 数学Ⅱ 

1  次の 2 点間の距離を求めよ。 

 (1) O (0，0)，A (2，3) 

OA (    ) 

 (2) A (1，－1)，B (4，3) 

AB (    ) 

 

2  2 点A (－2，5)，B (4，－1)を結ぶ線分 

 AB がある。次の点の座標を求めよ。 

 (1) AB の中点M  

 

 (2) AB を 1:2 に内分する点P  

 

 (3) AB を 1:2 に外分する点Q  

 

3  点A (－1，3)に関して，点 P (1，－1)と 

 対称な点Qの座標を求めよ。 

 解）Q ( x ， y )とおく。線分PQの中点が 

            A (－1，3)より， 
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∴ 3x ， 7y  

∴ Q (－3，7) 

 

4  3 点A  (－2，5) B (1，－3) C (7，1)  

を頂点とする ABC の重心G の座標を 

求めよ。 

 

5  点 1(x ， )1y を通り，傾きm の直線の 

方程式をいえ。 

 

6   次の 2 点を通る直線の方程式をいえ。 

  (1) A (1，3)，B (1，－1) 

  (2) A (－1，5)，B (3，5) 

  (3) A (2，4)，B (5，1) 

 

7  x 切片が a ， y 切片がb である直線の 

方程式は，（        ） 

 

8  2 直線 
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 がある。 

 (1) ①と②が平行のとき， m (   ) 

 (2) ①と②が垂直のとき， m (   ) 

 

9  2 直線 
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 がある。 

 (1) ①と②が平行のとき， a (   ) 

 (2) ①と②が垂直のとき， a (   ) 

 

10 点(2，－1)を通り，直線 0532  yx  

 に， 

 (1) 平行な直線の方程式は，(      ) 

 

 (2) 垂直な直線の方程式は，(      ) 

 

11 点(1，2)と直線 0443  yx  の 

距離 d を求めよ。 

 

 

 

12 3 点 O(0，0)，A 1(x ， )1y ，B 2(x ， )2y を 

 頂点とする OAB  

の面積 S は，  

S (   )である。 

             

 

 

13 次のような円の方程式を求めよ。 

 (1) 中心(1，3)，半径 2 

 (2) 中心(－3，4)で原点を通る 

 (3) 2 点(－2，－1)，(2，3)を直径の両端と 

する。 

 

 

 

14 次のような条件が与えられて，円の方程式 

を求めるとき求める円の方程式をどのように 

おくか。 

 (1) 通る 3 点の座標が与え 

  られている。 

 (2) 中心や半径についての条件が与えられ 

ている。 

 

15 中心が直線 12  xy 上にあるという。 

  円の方程式を求めるとき，中心の座標は， 

t を用いて，(    ，  ) とおける。 

 

16  
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の共有点の個数 

 を以下の解法で求めたい。 

 解法 1 

  (ｲ)を(ｱ)に代入し， x の( ① )をつくり， 

その( ② )の符号を調べる。 

  この問題の場合は， 5)2( 22  xx  より， 

 整理すると， 0142 2  xx  となる。 

  よって，判別式 D の符号は( ③ )より， 

  共有点の個数は，( ④ )個である。 

  

解法 2 

  「円の( ⑤ )と直線までの距離 d 」と 

 「( ⑥ )」の大小を比べる。 

   この問題の場合は，円の中心(0，0)と 

  直線 02  yx  の距離 d は， 

   d ( ⑦ )で 半径 r ( ⑧ )より， 

d と r の大小関係は， d ( ⑨ ) r である。 

   よって，共有点の個数は，( ⑩ )個で 

ある。 

 

17 16 をまとめると，下表のようになる。 

○ア  

 
  

2 個 1 個 0 個 

○イ  ( ① ) ( ② ) ( ③ ) 

○ウ  ( ④ ) ( ⑤ ) ( ⑥ ) 

○ア…共有点の個数， 

○イ…判別式 D の符号 

○ウ… d と r の関係( r は半径)  
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 (1) 0)1(3)2(2  yx  

   ∴ 0132  yx  

 (2) 0)1(2)2(3  yx  

   ∴ 0823  yx  
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 (1) 4)3()1( 22  yx  

  (2)  半径 54)3( 22 r  

 ∴ 25)4()3( 22  yx  

 (3) 中心(0，1)より， 

  半径 22 )13()02(r   
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   ∴ 8)1( 22  yx  
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 (1) 022  nmylxyx  

 

  (2)  222 )()( rbyax   
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 ① 2 次方程式 
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 ① 0D  ② 0D  ③ 0D  

 

 ④ rd   ⑤ rd   ⑥ rd   

x 座標が同じ 

y 座標が同じ 

グラフをかけば

すぐにわかる 
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